
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 経 済 動 向 調 査 ＲＥＰＯＲＴ 

２０２２年 第３号 

ヒット商品を生み出すためには、ただ良いものを作ればいいというだけでなく、「ターゲット」

と「セールスポイント」を的確に設定することが大切です。「どこで売ればいいのだろう？」、「ど

のように売ればいいのだろう？」という声がよく聞かれます。多くの小規模事業者は販路開拓に

おける「営業・販促活動強化」に課題を抱えています。 

商工会では、企業・製品などのキラリと光る魅力の磨き上げの支援、戦略立案など

販路開拓までの道筋・行動計画を描くための支援をサポートしています。そのサポ

ートの１つとして販路開拓などの課題を抱える小規模事業者の方々を対象に、専門

技術や知識を持つ専門家を事業所へ派遣し、具体的・実践的な支援を無料・秘密厳守

にて実施しています。お気軽に地域の商工会にご相談ください。 

▶販路開拓にお困りの方は商工会にご相談ください 

12月に入り、日本経済新聞系の流通専門新聞「日経 MJ」と流行

情報誌「日経トレンディ」より 2022年のヒット商品が発表されま

した。2つのランキングから 2022年の消費動向を読み解きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
昨今のヒットに大きな役割を果たしているのは、Instagramや

Twitterといった SNSです。本来周辺の人にしか伝える術のなかっ

た口コミが SNSで全国に発信されることで、商品に対する消費欲求

が加速します。「＃3年ぶり」は SNSでよく使われたキーワードで、

SNSの発信力の大きさを物語っています。「ヤクルト 1000」や「ち

いかわ」、「ガチャ旅（旅ガチャ）」も SNSで人気が広がりました。 

ここで注目したいのが Z世代（25歳以下の若年層）。SNSでの情

報拡散力があり全年代を巻き込んだ流行を作り出します。イントロ

の短い曲を好み YouTubeは 2倍速で視聴とタイパ（タイムパフォー

マンス）に敏感です。ランク外ですが、2日間入浴していない状態

を指す単語「Day2(でいつー)」は、入浴時間さえ省略する Z世代の

合理性が感じられます。世代的に購買力は大きくありませんが、今

後の消費動向を左右する世代であり、これからの動きに注目です。 

2023年はいよいよ本当の「アフターコロナ」元年。その中でも

「コスパ・タイパ」指向は継続することが予想されます。 

▸あなたはいくつ知っていましたか？ 2022 年ヒット商品ランキングで見る消費動向 

師走になると、その一年を通したヒット商品や流行語のランキ

ングが発表されます。その年の流行や消費動向など様々な社会情

勢を反映したこのランキングは、商品やサービス開発のヒントに

あふれています。今回はランキングから動向を分析しました。 

本レポートは、経済産業大臣の認定を受けた経営発達支援計画に基づき作成・発刊いたします。 

2022.12 

[出典：日経 MJ 2022.12.7] 

[参考：日経トレンディ 2022.12月号] 

健康志向：巣ごもり消費は健在。睡眠の質が上がると評判の乳酸

菌飲料、バランス栄養食をうたうインスタント食品、炭酸水を持ち

歩けるマイボトル、超極小気泡のシャワーヘッドがランクイン。 

癒し：コロナ禍の先行き不安で癒されたい人が多数。癒されキャラ

アニメがヒットし、ジブリパークは話題性も相まって予約が殺到。 

コスパ：ウクライナ問題や円安による物価高で皆が価格や費用対

効果に敏感に。冷却ネックリングでコスパ良く猛暑を乗り切り、低

価格衣料通販「SHEIN」は高見えで若者から絶大に支持された。 

高山南商工会 

ＴＥＬ  0 5 7 7 - 5 2 - 3 4 6 0 

ＦＡＸ  0 5 7 7 - 5 2 - 2 3 4 3 



[出典：岐阜県統計情報 毎月勤労統計調査]  
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現金給与総額 対前年比（平均賃金）

岐阜県 5人以上 岐阜県 30人以上 全国 5人以上 全国 30人以上

▶地域別景況予報 2023 年 1～3 月期見通し 

▸ハローワーク別 有効求人倍率の推移 

 

▸事業所規模別 平均賃金の推移 

 

 

 岐阜県の求人倍率は増加傾向にあり、特に中 

津川では 2倍以上の倍率が続き、岐阜八幡でも 

9月以降 2倍を超える倍率となり人材確保の難 

易度が相当高いことが窺えます。 

 昨年秋頃より全ての地区において前年同月の 

倍率を上回る傾向にあり、景気の持ち直しが感じ

られます。10月時点の一般の有効求人倍率は 

1.74倍と昨年同月を 0.21ポイント上回り、令 

和 2年以降倍率が年々増加しています。パートに

おいても同様の傾向であることが窺えます。 

         [出典：岐阜労働局職業安定部] 
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 岐阜県では、比較的小規模な企業を

含む労働者 5〜29 人(5 人以上と表記)

の事業所の伸び率が大きく、人材確保

に向けた待遇の配慮が窺えます。また

5 人以上事業所は 9 ヶ月連続で増加し

30人以上事業所でも 7ヶ月連続で増加

しています。 

全国的に見ても、毎月増加していま

すが、特に 30人以上事業所の増加率が

高くなっています。 

 

 

 

 

【岐阜県全域の現況】コロナの影

響は徐々に軽減されつつあり、売

上高は相応に回復しているもの

の、原材料等の高騰や円安等が収

益圧迫につながっています。 

【個人消費】相次ぐ値上げが家計

を圧迫しています。旅行・外食など

のサービス消費は回復傾向に 

ありますが、新型コロナ第８波の懸念もあり今後の見通しは不透明です。 

【設備投資】補助金を利用した設備更新や新規投資は依然として需要が高いですが、原材料等高騰

により設備投資計画の延期や見直しを行う企業が出ています。 

【企業収益】大半の業種で売上は回復傾向にあります。しかし円安や原材料高に伴うコストアップ

を価格転嫁できない点が収益力回復の足かせになっています。 

【飛騨地域】インバウンド解禁以降、外国人観光客が急増。全国旅行支援の追い風もあり、旅館や

ホテルの稼働率はコロナ前活況時の８割程度まで回復しています。 

 

 

地域名 総合指数 個人消費 生産活動 設備投資 企業収益 資金需要 

岐阜 
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東濃・可茂 
    

 

  

飛騨・郡上 
  

 

    

 

 

    

  

 

 

 

 

 

  

     

[出典：㈱OKB総研 景況指数調査（公開値の加工編集を施しております）] 


